
（

会場に集まつ

しばし時を忘れ、子供のころを



1！

制
度
開
始
か
ら
半
年
、

ゴ
ミ
の
減
量
に
成
果
あ
り
。

ゴ
ミ
の
有
料
指
定
袋
制
度
を
導
入
し

た
市
町
村
で
は
、
制
度
が
定
着
す
る
ま

で
に
一
年
を
費
や
し
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
遠
賀
郡
で
は
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
で
、
ほ
ん
の
数
カ
月
の
う
ち

に
ほ
ぼ
完
全
に
定
着
し
ま
し
た
。
そ
し

て
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
も
成
果
が
現
れ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
　
（
ビ

ン
・
カ
ン
類
を
除
く
）
　
は
、
遠
賀
郡
四

力
町
岡
垣
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
、

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
に
平

成
4
年
の
1
月
か
ら
5
月
ま
で
運
ば
れ

た
燃
え
る
ゴ
ミ
の
量
は
一
万
七
百
六
十

九
ト
ン
で
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
が
六
百
六

十
五
ト
ン
。

有
料
指
定
袋
制
度
が
導
入
さ
れ
た
平

成
五
年
の
同
じ
時
期
で
は
、
燃
え
る
ゴ

ミ
が
八
千
五
百
三
十
九
ト
ン
　
（
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
減
）
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
が

五
百
二
十
七
ト
ン
　
（
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト

減
）
　
と
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
に
減
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
一
人
当
た
り
が
一
カ
月
に

排
出
し
た
ゴ
ミ
の
量
に
換
算
す
る
と

五
二
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
減
で
、
一
日
当

た
り
で
は
百
七
十
四
グ
ラ
ム
の
減
量
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
最
終
処

「
．

分
地
に
埋
め
立
て
る
焼
却
灰
の
量
も
二

〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
使
用
年
数
の

延
命
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

、
分
別
の
徹
底
」
が

望
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
分
別
マ
ナ
ー
や
そ
の
ほ

か
の
面
で
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

岡
垣
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
「
ゴ

ミ
の
量
が
減
っ
た
た
め
、
焼
却
処
理
能

力
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
稼
働
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
処
理
経
費
に
つ

い
て
は
節
減
は
で
き
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
な
額
は
一
年
を
過
ぎ
て
み
な
い
と

出
て
き
ま
せ
ん
。
分
別
に
つ
い
て
は
以

前
に
比
べ
る
と
随
分
良
く
な
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
燃
え
る
ゴ
ミ
袋
に
不
燃
物
や

金
属
類
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
。

一
方
、
郡
内
の
ビ
ン
・
カ
ン
類
が
運

び
込
ま
れ
て
い
る
九
州
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ン
ト
に
よ
る
と
「
量
的
に
は
、
ほ
と

ん
ど
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
分
別
マ

ナ
ー
は
確
か
に
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
袋
に
比
べ
ビ

ン
・
カ
ン
類
の
袋
が
安
い
せ
い
か
、
ま

だ
一
部
の
袋
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な

ど
が
混
じ
っ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

分
別
マ
ナ
ー
で
も
成
果
が
上
が
り
つ

（

燃えるコ三の処理状況 （計画収集）

軒 亮 守 阜 波滋養 。富根姜

擁 ‾喪頼 喪 頚貢較 ・　●　！十

1 月
（ｔ） （ｔ） （％） （ｔ） （ｔ） （％）
2，224 上715 －23 792 622 －21

2 月 1，740 1，466 －16 629 530 －16

3 月 2，244 1，670 －26 808 637 「21

4 月 2，334 1，803 －23 845 641 －24

5 月 2，227 1，885 －15 798 687 －14

合‡† 10，769 8，539 －20 3，872 3，117 －19



つ
あ
る
も
の
の
、
「
分
別
の
徹
底
」
に
は

ま
だ
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

で
は
、
ゴ
ミ
の
収
集
料
金
を
比
べ
て

み
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

広
域
事
務
組
合
の
概
算
に
よ
れ
ば
、

有
料
指
定
袋
の
販
売
額
　
（
一
月
か
ら
三

月
）
　
を
郡
内
の
世
帯
数
で
割
る
と
一
世

帯
当
た
り
の
平
均
月
額
は
約
五
百
三
十

円
に
な
り
ま
す
。

以
前
の
ゴ
ミ
収
集
料
金
は
世
帯
別
で

水
巻
町
の
場
合
、
一
世
帯
の
負
担
額
は

月
額
六
百
十
円
で
し
た
か
ら
、
約
八
十

円
安
く
な
っ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま

す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
有
料
指
定
袋
制

度
は
、
ゴ
ミ
の
排
出
量
に
応
じ
た
料
金

シ
ス
テ
ム
で
す
か
ら
、
袋
の
使
用
枚
数

へ

に
よ
り
収
集
料
金
は
安
く
も
な
り
、
高

く
も
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
の
袋

代
は
、
い
く
ら
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
数

字
と
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
が
増
え
る
夏
を

ど
う
乗
り
切
る
が

有
料
指
定
袋
制
度
が
始
ま
っ
て
、
水

巻
町
で
も
大
き
な
成
果
が
目
に
見
え
る

形
で
現
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
、
昨
年
に
比
較
し
て
確

実
に
ゴ
ミ
の
減
量
化
が
図
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
郡
内
平
均
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
減
に
は
わ
ず
か
に
及
び
ま

せ
ん
が
、
燃
え
る
ゴ
ミ
で
は
4
月
の
二

四
パ
ー
セ
ン
ト
減
を
最
高
に
平
均
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
量
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
5
月
に
四
九

パ
ー
セ
ン
ト
減
量
を
最
高
に
、
月
平
均

十
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
量
と
な
っ
て
い

ま
す
。
　
町
で
は
、
皆
さ
ん
に
生
ゴ
ミ

の
減
量
化
を
図
っ
て
も
ら
う
た
め
、
昨

年
1
0
月
か
ら
生
ゴ
ミ
処
理
器
　
（
コ
ン
ポ

ス
ト
）
　
の
代
金
の
半
額
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
6
月
2
0
日
現
在
で
、
約
千
三
百

個
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
む
か
え
、
ス
イ

カ
の
皮
な
ど
水
分
を
多
く
含
む
生
ゴ
ミ

が
増
え
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
運
び
込
ま
れ
る
ゴ
ミ
の
量
も

例
年
、
ほ
か
の
時
期
に
く
ら
べ
一
割
ほ

ど
多
く
な
り
ま
す
。
生
ゴ
ミ
処
理
器
の

効
果
が
現
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
の
季
節

と
い
え
ま
す
。
夏
場
の
ゴ
ミ
の
減
量
に

大
い
に
期
待
が
持
て
そ
う
で
す
。

役
場
生
活
環
境
課
で
は
現
在
も
こ
の

生
ゴ
ミ
処
理
器
と
発
酵
促
進
剤
の
購
入

助
成
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

生
ゴ
ミ
の
減
量
の
た
め
に
活
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
、
夏
は
お
中
元
の
シ
ー
ズ
ン
で

も
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
小
売
業
・
事

業
所
な
ど
に
過
剰
包
装
を
や
め
簡
易
包

装
の
実
施
を
協
力
要
請
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
町
内
に
八
百
八
十
カ
所
あ
る

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
美
化
と
い
う
点

で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ゴ
ミ
収
集
業
者
の
話
で
は
　
「
指
定
袋

以
外
の
ゴ
ミ
は
ほ
と
ん
ど
で
て
い
ま
せ

ん
。
以
前
と
比
べ
て
、
確
か
に
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
制
度
を
き
っ
か
け
に
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
も
『
ゴ
ミ
捨
て
場
』
　
か
ら
　
『
ゴ

ミ
置
き
場
』
　
に
変
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

各
区
の
役
員
を
中
心
と
し
た
有
料
指
定

袋
推
進
委
員
や
住
民
の
皆
さ
ん
が
力
を

合
わ
せ
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
指
定
袋
以

外
の
袋
や
収
集
日
以
外
に
出
さ
れ
て
い

る
ゴ
ミ
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
ゴ
ミ
を
出
す

ル
ー
ル
を
守
れ
ば
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

も
っ
と
き
れ
い
に
な
る
は
ず
で
す
。

へ

半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
ゴ
ミ
の
減
量
化

や
分
別
収
集
に
一
応
の
成
果
が
現
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
状
態
を
い
か
に
維
持

し
て
い
く
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
推
進
し

て
い
く
う
え
で
、
行
政
が
い
く
ら
熱
心

に
呼
び
か
け
て
も
、
皆
さ
ん
の
協
力
な

し
で
は
減
量
化
を
進
め
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
現
状
を
保
ち
続
け
る
こ

と
さ
え
で
き
ま
せ
ん
。

『
出
る
か
ら
出
す
ゴ
ミ
』
　
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
て
資
源
化
す
る
の
は
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
力
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
有
料
指
定
袋
制
度
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

燃えないコ 三の処 理状況 （計画収集）

亮 競 喜 れ

；羨‘薫蒸事串喪 ＩＩヰ ・琵 慧　 ‾豆曇

1 月
（ｔ） （ｔ） ．． （ｔ） （ｔ） （％）
115 97 －16 24 31 十29

2 月 138 89 －36 40 26 －35

3 月 125 97 ⇔22 29 27 －7

4 月 129 132 十2 31 38 ＋23

5 月 158 112 －29 53 27 －49

合計 665 527 －20 177 145 －18

こ
の
現
状
の
維
持
が
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

有
料
指
定
袋
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら

（
梅
ノ
木
団
地
東
区
長
）

塚
違
光
春
さ
ん

制度が始まったころは、転
入してくると戸別に訪問し、

この指定袋制度を説明してい
ました。現在の状況になるま
で3が月はどかがりました

が、10人の推進委員をはじめ、
団地の皆さんの協力でこの制
度も浸透してきました。また、
公団側もこの制度には協力的

で、入居前に説明をしておい
てくれるので助かっています。

それと野犬がステーションを
荒らすので、被害の多い二が
所にフェンスをつけました。

これは効果がありましたね。

（
高
尾
団
地
）

藤
崎
景
子
さ
ん

この制度が始まる前から分

別排出を行っていましたので
分別は簡単にできています。

以前買ったコンポストを使っ
ているので生コ三の量が減
り、コ三に対する意識が変わ

りました。
有料指定袋は、結びやすく
ていいんですけどビンかん類
のコ三は今の袋のサイズでは

大きすぎると思います。コミ
の減量化は、身近な問題なの
でこれからもコ三を捨てると

きは、気を付けていきたいと
思います。

。ブ



ゴミを考える－2－

●
ビ
ン
類

●
廃
油
等

一
本
当
た
り
　
四
円

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
　
四
十
円

奨
励
金
制
度
の
仕
組
み

尋

奨
励
金
を
受
け
る
に
は

登
録
が
必
要
で
す

奨
励
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
登
録

が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
継
続
的
な
回

収
を
始
め
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
役
場

生
活
環
境
課
で
登
録
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
を
も
と
に
登
録
し
ま
す

⑳

6月20日、美吉野団地子とも会が行った資源コ三の

回収風景。美吉野団地では、2が月ごとに行われてい

ます。この日、回収した資源コ三は紙・布類5．8トン、

ビン類510本。皆さん、お疲れさまでした。

奨
励
金
を
受
け
て
い
る
の
は

現
在
、
三
十
四
団
体

町
で
は
、
平
成
4
年
度
か
ら
廃
品
回

収
の
実
施
団
体
に
奨
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
奨
励
金
制
度
の
対
象
と
な
る

団
体
は
、
資
源
ゴ
ミ
の
集
団
回
収
を
継

続
的
に
行
う
町
内
の
自
治
会
や
子
ど
も

会
、
婦
人
会
、
老
人
会
な
ど
営
利
を
目

的
と
し
な
い
団
体
に
限
り
ま
す
。

現
在
、
三
十
四
団
体
が
登
録
。
そ
れ
ぞ

れ
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

奨
励
金
を
受
け
る
に
は

売
却
証
明
書
が
必
要

奨
励
金
を
受
け
る
際
に
は
、
回
収
し

た
業
者
の
「
売
却
証
明
書
」
が
必
要
で

す
。
奨
励
金
の
交
付
申
請
を
行
う
と
き

は
、
役
場
生
活
環
境
課
に
あ
る
申
請
書

と
「
売
却
証
明
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
申
請
を
も
と
に
3
か
月
ご

と
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

売
却
証
明
書
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

、
7

対
象
と
な
る
資
源
ゴ
ミ
は

紙
・
布
・
ビ
ン
・
鉄
類
と
廃
油

回
収
の
対
象
と
な
る
物
は
、
紙
類
と

布
類
、
鉄
類
、
ビ
ン
類
の
ほ
か
に
平
成
5

年
度
か
ら
廃
油
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

奨
励
金
も
4
月
か
ら
値
上
げ
し
、
団

体
の
育
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
奨
励

金
の
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
紙
類
・
布
類
・
鉄
類

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
　
六
円

リ
サ
イ
ク
ル
に
大
切
な
の
は

一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
で
す

現
在
、
町
内
で
は
三
十
四
の
団
体
が

中
心
と
な
っ
て
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
前
年
度
は
、
紙
・
布
・

鉄
類
が
約
四
百
ト
ン
、
ビ
ン
類
が
約
六

万
四
千
本
が
回
収
さ
れ
、
百
三
十
二
万

七
千
二
百
円
の
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。「
資
源
化
で
き
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク

ル
へ
」
と
い
う
一
人
ひ
と
り
の
意
識
の

向
上
と
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
地
域

に
根
ざ
し
た
資
源
ゴ
ミ
回
収
の
輪
が
町

中
に
広
が
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

（

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
衛
生
係
ま
で



衆議院の解散による総選挙が、

7月18日（日）に行われます。忘れ
ずに大切な一票を投じましよう。

選挙のことで分からないことや
相談したいことは、水巻町選挙管

理委員会（℡201－4321）
へお尋ねください。

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、

昭
和
4
7
年
7
月
1
9
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
5
年
4
月
3
日
ま
で
に
転

入
届
を
し
、
引
き
続
い
て
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

6
月
2
6
日
以
降
に
町
内
転
居
の
届
出

を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
入
場
券
は
、
投
票
日
の
前

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

入
場
券
に
は
、
あ
な
た
が
投
票
で
き

る
投
票
所
が
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

投
票
の
前
に
も
う
一
度
確
か
め
て
く
だ

さ
い
。入
場
券
を
な
く
し
た
人
や
、
入
場
券

が
届
か
な
か
っ
た
人
は
、
投
票
日
に
印

鑑
を
持
っ
て
投
票
所
の
事
故
係
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
再
発
行
し
ま
す
。

ｌｌ ． Ｖ＿ヂ ▼ 仔ノ1ｔ ｌ
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第 1投票所
水巻町立 立屋敷、伊左座、みずほ団地、二

伊左座小学校講堂 二団地、下二、入江興産、林住宅

第2投票所
水

第

巻町

2保育所
吉田－、吉田二、吉田団地、宮尾台

第3投票所
水巻町障害者 吉田三、美吉野団地、鯉口団地

福祉センター 鯉口分譲団地

第4投票所
水巻呵中央公民館 頃東南、頃末北、机、高尾団地

大ホール 中央区、緑ヶ丘

第5投票所
水巻昭 古賀、新生衝、梅ノ木団地東

第3保育所 梅ノ木団地西、古賀団地

第6投票所 水巻町民体育館 高松団地、おかの台

第7投票所
水巻町立

猪無小学校講堂
樋口、猪熊、猪熊呵住

【
投
票
の
方
法
】

投
票
は
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
と
、

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
二
種

類
で
す
。

●
衆
議
院
議
員
の
投
票
　
投
票
用
紙
に

は
、
あ
な
た
の
選
び
た
い
候
補
者
の
名

前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
候
補
者
の
名

前
以
外
の
こ
と
を
書
く
と
無
効
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
裁
判
官
の
国
民
審
査
　
や
め
さ
せ
た

い
と
思
う
人
に
×
印
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
何
も
書
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

【
代
理
投
票
・
点
字
投
票
】

身
体
の
障
害
な
ど
で
字
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
　
「
代
理
投
票
」
を
、

視
覚
障
害
の
人
は
「
点
字
投
票
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

人
は
、
そ
の
病
院
で
投
票
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

【
不
在
者
投
票
の
期
間
】

●
衆
議
院
議
員
選
挙
　
7
月
4
日
（
日
）

か
ら
7
月
1
7
日
　
（
土
）
　
ま
で
。

●
裁
判
官
国
民
審
査
　
7
月
1
0
日
（
土
）

か
ら
7
月
1
7
日
　
（
土
）
　
ま
で
。

い
ず
れ
も
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

仕
事
や
旅
行
、
入
院
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
印
鑑
を
持
っ
て
役
場
一

階
の
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。
指
定
病
院
に
入
院
中
の

自
宅
に
寝
た
き
り
で
い
る
人
な
ど
、

身
体
の
障
害
の
た
め
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、
前

も
っ
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ア評

∂



心地よい音色に包まれて
－チェロとピアノの夕べ－

夏
、
ノ
番
乗
り
。

（

′■＼

6月2日、中央公民館でチェ

ロの林峰男さん、ピアノの片山

泰子さんという世界的にも有名

な演奏者を迎えて、「チェロと

ピアノの夕べ」と題したコン

サートが行われました。二人は、

息の合った演奏でブラームスや

ベトーベンの名曲を披露しまし

た。600人を超え立ち見も出た

会場は水を打ったように静ま

り、一流の演奏家の奏でる音色

を聞き入っていました。

「ワァー、冷たい」の声がプールサイドであ
がります。

7月1日、待ちに待った総合運動公園の町民
プールがオープンしました。この日は、今にも
雨が降りだしそうなあいにくの天気でしたが、
106人の入場がありました。大人気の町民プー

ルの昨年の入場者は約32，000人。夏休みともな
ると連日家族連れなどで賑わいます。
「広くてきれいなプールで泳げる日を楽しみ

にしていました」と元気に泳いでいた久野和彰
くん（南中3年）。みんなの夏がやってきます。

▲写真左から、杉本さん、郷田さん、母里さん、

佐藤さん、石塚さん

楽しオ、ったネ初めての体験

6月16日、第一保育所と第二保育所の園児たちが、恒
例の田植えを行いました。恐る恐る田んぼに入った園児

たちは、先生から田植えのしかたを教わりましたが、初
めての経験に、みんな大騒ぎ。

「足がグニヤとして気持ち悪かった」と、泥んこになっ
ていた木村わかなちゃん（第2保育所）。
きっと楽しい思い出になったことでしょう。

この町の魅力、再発見。
一一二文化財保護委員が決まりました－

今年4月に文化財保護のための条例ができ、6月
29日に5人の文化財保護委員が決まりました。メン
バーは、現在水巻町まちづくり懇話会副会長で九州
女子短期大学助教授の郷田豊さん（八幡東区・64歳）
をはじめ、堀川の歴史や文化に詳しい石塚章さん（吉
田三・71歳）、昔の写真や資料の収集をするかたわ
ら自らも写真を撮り続けている杉本昭さん（吉田
一・64歳）、砧姫物語で有名な佐藤雪乃さん（猪熊・
53歳）、鉄鋼彫刻家として第一人者の母里聖徳さん
（頃末・36歳）という多彩な顔触れです。
この町の文化向上のため、皆さんの活躍を期待し
ています。



就任しました。

6丹15臥水巻町議会本会議

空席になっていました収入投

石三明氏（56歳）が決まりまし

白石氏は、昭和35年水巻町役場

に入庁、昭和63年から社会課長、

水道課長を歴任。

白石収入役　議会の同意を頂

収入役に還任されましたことは、

身に余る光栄であります。呵民

皆さまからお預かりする大切な公

金の出納管理運営に当たっては厳

正に対処し、職責を果た

あります。皆さまのご詣

漣をお願いします。

7

1428番目の訪問。

平和を訴えながら全国の非核・平和宣
言都市約1，700の自治体を回る「平和巡
礼キャラバン」を行っている千葉県松戸
市の尾形隆憲さん（70歳）と、てる子さ
ん（68歳）の夫婦が6月23日、役場を訪
れました。二人は平成3年5月、北海道
利尻島を出発。水巻町が1，428番目の訪
問地です。最終目的地の　沖縄県・竹富
町まで、あともう一息。からだに気をつ
けて頑張ってください。

威勢のよさで膠負です
－盆踊り太鼓講習会－

「ドン、ドン、ドン」と、夏を告げる
かのように太鼓の低い音が響いてきま
す。
6月30日、中央公民館「盆踊り太鼓講

習会」が16地区の公民館から70人を集め
て行われました。この日の参加者は初め
てバチを持った人も多く、音楽に合わせ
るのに一苦労。しかし、講師の入江重寛
さんの熱心な指導のもと、2時間の練習
でバチさばきも軽やかになりました。
本番まではあと一か月。きっと威勢の
いい太鼓の音が、町のあちこちから聞こ
えてくることでしょう。 ′‾■ヽ

6月16日、猪熊町住の老人会「高砂会」の皆さんが、
河川敷下流の地区にもコスモスを咲かせようと種をま

きました。場所は、猪熊にある1000メートルトラック
付近の約50メートルの区間です。日ごろから環境の美

化に積極的な行動をしている皆さんは、この種まきを
昨年から計画していました。
「これから毎年続けていこうと思います」と、語る

のは瓜生照夫さん（70歳）。花の咲く秋が楽しみですね。

花
い
っ
ぱ
い
が
、
私
達
の
夢
。



健康づくりシリーズ◎

催
康
め
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。

出
な
い
。
出
て
も
固
く
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
だ
っ
た
。

出
た
が
、
軟
ら
か
い
。
水
の
よ
う
で
形
を
な
し

て
い
な
い
、
止
ま
ら
な
い
・
・
・
。
　
　
現
代

人
の
ひ
そ
か
な
悩
み
は
「
便
通
」
。
今
月
か
ら
2

回
に
わ
た
っ
て
ウ
ン
コ
の
知
識
か
ら
、
下
痢
と

便
秘
の
原
因
や
防
ぎ
方
を
お
話
し
ま
す
。

個
人
差
の
大
き
い

便
通
の
回
数
と
量

便
通
の
回
数
と
量
に
は
、
個
人
差
が

あ
り
ま
す
。
便
通
は
、
毎
日
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
一
日
お
き
で

も
、
そ
の
ペ
ー
ス
で
長
い
間
過
ご
し
て

日
常
生
活
に
支
障
が
な
け
れ
ば
便
秘
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
様
に
一
日
何
回
も

出
る
か
ら
「
下
痢
」
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
生

活
や
食
事
の
パ
タ
ー
ン
、
ス
ト
レ
ス
状

態
な
ど
で
す
。
で
す
か
ら
便
通
は
あ
る

意
味
で
、
そ
の
人
の
生
活
の
す
べ
て
を

語
っ
て
い
る
の
で
す
。

便
秘
と
下
痢
の
一
応
の
目
安
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
便
秘
　
通
便
が
一
週
間
に
男
性
な
ら

四
回
以
下
、
女
性
な
ら
二
回
以
下
の

場
合
。
あ
る
い
は
、
便
量
が
一
Ｈ
に

三
十
五
グ
ラ
ム
以
下
の
場
合
。

■
下
痢
　
便
が
水
状
で
、
一
日
の
便
量

が
牛
乳
ビ
ン
一
本
程
度
以
上
の
場
合
。

書
普
通
　
便
秘
で
も
な
く
下
痢
で
も
な

い
場
合
。
便
量
は
通
常
百
五
十
～
二

百
グ
ラ
ム
程
度
。

ち
な
み
に
、
一
日
の
ウ
ン
コ
の
量
は

「
百
五
十
ｌ
一
百
グ
ラ
ム
」
で
、
日
本

人
は
欧
米
人
に
比
べ
て
多
め
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル

よ
り
一
回
り
ほ
ど
大
き
い
も
の
に
な
り

ま
す
。
流
す
前
に
見
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ン
コ
が
語
る

貴
重
な
「
体
内
情
報
」

ウ
ン
コ
の
「
に
お
い
」
や
「
比
重
」

に
つ
い
て
も
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

色
は
、
便
の
「
大
腸
通
過
時
間
」
に

よ
っ
て
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
通
過
時
間

が
短
け
れ
ば
黄
色
に
傾
き
、
長
く
な
る

ほ
ど
茶
色
や
こ
げ
茶
、
黒
に
傾
き
ま
す
。

と
き
に
緑
色
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の

は
、
胆
汁
酸
の
吸
収
が
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
か
、
腸
内
が
細
菌
感
染
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
山
ぶ
き
色

で
バ
ナ
ナ
状
の
大
き
い
ウ
ン
コ
が
理
想

で
す
。ま
た
、
赤
色
の
便
や
里
一
色
の
　
「
タ
ー

ル
便
」
な
ど
は
、
内
蔵
か
ら
の
出
血
の

印
で
、
明
ら
か
な
危
険
信
号
で
す
。
こ

れ
は
「
便
潜
血
」
と
い
っ
て
、
出
血
し

て
も
少
量
の
た
め
色
に
は
現
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
分
の
割
合
で
決
ま
る

ウ
ン
コ
の
形

便
の
形
は
、
中
に
含
ま
れ
る
水
分
の

割
合
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
最
も
望

ま
し
い
水
分
の
割
合
は
、
7
0
～
8
0
パ
ー

セ
ン
ト
未
満
で
す
。
同
時
に
十
分
な
便

量
と
、
し
っ
か
り
し
た
腸
の
押
し
出
し

運
動
が
あ
れ
ば
、
便
は
湯
気
を
立
て
る

「
と
ぐ
ろ
巻
き
」
と
な
り
ま
す
。

●対象者の条件

♭水巻可に住所がある人

♭国民健康保険、または社会保険に加入している人

臣生活保護法による保護を受けていない人

♭本人、または扶養義務者の所得額が一定の額以内の人

●対象者

《母子家庭≫

♭夫と死別、または離婚をして現在結婚をしていない18

歳未満の子を扶養している母子家庭の母と未婚の母

（夫が身体障害者で障害の程度が身体障害手帳の1、

2級に該当する場合も含む）

♭母子家庭の母に扶養されている3歳以上18歳未満の子

♭父・母のない子のうち3歳以上18歳未満の子

《一人暮らしの寡婦≫

♭夫と死別または離婚した人で、子供からの仕送りを受

けないで、税法上の扶養親族になっていない一人暮ら

しの寡婦

題繭問い合わせ／保険医療係

水巻可が行っている医療費の公費支給制度のひとつ

に、母子家庭等医療があります。母子家庭等医療は、18

歳未満の子を扶養している母子家庭の母と子、父母のな

い子、一人暮らしの寡婦の福祉の増進を図るため、医療

費を公費で負担する制度です。

その制度に、昨年の8月から新しく社会保険本人も加

入することができるようになりました。該当する人は、

役場保険医療係で申請の手続きを行ってください。

β



シーズ∴潮来。
スポーツの結果

公民館対抗

ビーチポ」レルー大会

（6月13日）

6月13日、町民体育館で公民館

対抗ビーチボールバレー大会が開か

れました。今年は192人が参加して

熱戦を繰り広げました。

●男子①梅ノ木団地東②おかの台

●女子①高松団地Ａ（彰梅ノ木団地

東Ａ

ダ

みんな
ハッスル！

町民体育大会

5月30日と6月6日、町民体育館など

4つの会場で町民体育大会が開かれ、

熱戦が繰り広げられました。結果は次

のとおりです。

●男子Ｗ①米盛勉・本田耕史（む古田重
吉・矢山喜代実　●女子Ｗ（丑船津末
華・室井律子（参森智津子・井上玲子

●男子Ａ級（力時枝・西村組（参広渡・本

田組　●男子Ｂ級（力溝上・鎌瀬組（参石

本・志賀組　●男子Ｃ級①森田・吉松
組②松本・山口組●女子Ａ級①江口・

杉本組②横尾・時枝組　●女子Ｂ級①

石本・石本組（参岩崎・山口組　●女子

Ｃ級①永岡・藤山組②峠村・野路組
●ジュニアＡ級（》工藤浩司（む山本飛鳥
●ジュニアＢ級①工藤健二②大山真弓

●①水巻南②古賀クラブ

●中学男子【1年】①須本栄二②三好
弘幸　【2年】①元村隆志②松木貴臣

【3年】①野添邦生②富永豊　●中学
女子①井上あかね②窪智美　●一般男

子【3段以下】①富永茂光②倉淳二
【4段以上】①黒木三郎②野添光弘
●一般女子（Ｄ水田ミズェ

●男子Ｓ・Ａ級（力三浦理図務②後藤勇
●男子Ｓ・Ｂ級①福永淳②芳賀健児
●女子Ｓ・Ａ級（力緒方裕子②船津勝子

●女子Ｓ・Ｂ級①辻美代子　●混合
Ｗ・Ａ級①金峰・緒方組②京・江口組
●混合Ｗ・Ｂ級①吉村・福永組②芳
賀・山西組

額

ノー＼

ノー＼



児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
6

月
中
に
、
「
現
況
届
」
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
手
続
き
で

す
。
届
を
出
さ
な
い
と
、
引
き
続
い
て

受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
6
月

分
以
後
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

忘
れ
て
い
た
人
は
急
い
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
老
人
児
童
係

母
子
家
庭
等
医
療
証
の

更
新
は
7
月
2
9
日
と
3
0
日

保
険
医
療
係

現
在
お
持
ち
の
母
子
家
庭
等
医
療
証

の
有
効
期
限
は
、
7
月
3
1
日
ま
で
で
す
。

引
き
続
き
申
請
す
る
人
は
、
必
ず
更
新

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
7
月
2
8
日
　
（
水
）
・
2
9
日

（
木
）
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

官問い合わせは

水巻町役場……201－4321

中央公民館……201－0401

南部公民館……202－2472

総合運動公園内

（体　育　係）……201－4000

（テニスコート）……201－5757

町民体育館……201－3936

えぶ　り　山荘……202－6230

福祉センター……201－0794

社会福祉協議会……202－3700

●
と
こ
ろ
　
役
場
一
〇
一
会
議
室

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
家
庭
等
医
療
証
、
健
康
保
険
証
、

印
鑑

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保
険
医
療
係

県
と
看
護
協
会
で
は
、
看
護
の
現
場

を
離
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
再
就
職

に
備
え
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
看
護
協
会
で
は
、
看
護
職
員
無
料

職
業
紹
介
所
を
開
設
し
て
就
業
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
講
習
会
を
受
講
し
な

い
人
で
も
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
　
8
月
1
6
日
　
（
月
）
　
～
2
0
日

（
金
）
　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
小
倉
記
念
病
院
　
（
小
倉
北

区
貴
船
町
1
－
1
）

●
申
し
込
み
期
限
　
8
月
2
日

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県

看
護
協
会
　
（
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
1

－

1

4

－

5

）

　

℡

　

（

0

9

2

）

　

7

1

4

局

5

2

0

3

番

（

心
身
障
害
児
の
た
め
の

巡
回
教
育
相
談学
校
教
育
課

心
身
に
障
害
の
あ
る
幼
児
・
小
学
生

の
保
護
者
を
対
象
に
、
専
門
の
先
生
に

よ
る
個
別
の
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
7
月
2
9
日
　
（
木
）
　
午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
八
幡
総
合
庁
舎
2

階
第
3
会
議
室
　
（
八
幡
西
区
別
松
）

●
相
談
内
容
　
①
日
常
の
家
庭
生
活
に

困
っ
て
い
る
こ
と
　
②
幼
稚
園
、
保

育
所
で
困
っ
て
い
る
こ
と
　
③
入
学

に
つ
い
て
の
問
題

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
7
月
1
5

日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
へ

●
と
　
き
　
8
月
1
0
日
　
（
火
）
　
午
後
2

時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
和
室

●
相
談
内
容
　
①
家
庭
や
地
域
で
の
子

●と　き　7月29日（木）

10時－12時

（受付は午前9時30分）

●ところ

①中央公民館調理実習室

②南部公民館調理実習室

（同日に行います）

小学3年生以上の親子と

中学生。料金は無料。それ

ぞれ30組で締め切ります。

7月23日までに役場健康対

策係へ申し込んでください。

電話でも受け付けます。

供
の
し
つ
け
や
親
子
関
係
に
悩
ん
で

い
る
人
②
生
徒
の
指
導
や
職
場
で
の

対
人
関
係
で
悩
み
の
あ
る
教
員
③
青

少
年
の
健
全
育
成
に
悩
み
の
あ
る
人

●
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
　
（
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

7
月
2
6
Ｈ
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

各
団
体
の
女
性
指
導
者
を
対
象
と
し

た
レ
ク
ダ
ン
ス
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
7
月
1
9
日
　
（
月
）
　
午
後
2

時
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
南
部
公
民
館

●
対
　
象
　
地
区
公
民
館
婦
人
部
、
子

ど
も
育
成
会
女
性
役
員
、
小
・
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

●
内
　
容
　
講
義
「
健
康
と
レ
ク
ダ
ン

ス
」
、
実
技

●
講
　
師
　
吉
田
多
恵
子
さ
ん
　
（
日
本

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認
一
級

指
導
員
）

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
と
室
内
用

（

の
靴
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
南
部
公
民
館

ゆ
が
た
姿
も
イ
イ
も
ん
で
す
。

盆
踊
り
講
習
会
は
7
月
2
2
日

恒
例
の
盆
踊
り
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
の
講
師
は
、
英
流
聖
恭
会
の

皆
さ
ん
で
す
。

●
と
　
き
　
7
月
2
2
日
　
（
木
）
　
午
後
7

時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
曲
　
名
　
「
ビ
ッ
ク
リ
マ
ン
音
頭
」
、

「
宇
宙
音
頭
」
、
「
月
夜
の
盆
唄
」

●
持
っ
て
く
る
も
の
曲
の
吹
き
込
み

を
希
望
す
る
地
区
は
、
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ

●
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

躇



九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
各
地
の
郵

便
局
で
勤
務
す
る
郵
政
職
員
（
外
務
職
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
採
用
人
員
　
知
人

●
受
験
資
格
　
昭
和
3
8
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
受
付
期
限
　
7
月
1
5
日
　
（
木
）

●
第
1
次
試
験
　
8
月
2
2
日
　
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
　
申
込
書
な
ど
は
、
各

郵
便
局
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
へ
。

芦
屋
基
地
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
に

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

●
航
空
教
室
　
（
8
月
4
Ｒ
7
6
日
）

対
象
は
中
学
生
・
高
校
生
3
0
人
。
体

験
搭
乗
、
模
擬
飛
行
機
操
縦
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
（
2
泊
3
日
）

●
体
験
搭
乗
　
（
8
月
4
日
午
後
1
時
～

1
時
）
　
定
員
は
6
0
人
。
北
九
州
上
空

を
飛
行
し
ま
す
。

●
申
し
込
み

▽
航
空
教
室
　
7
月
2
0
日
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
体
験
搭
乗
　
7
月
2
0
日
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
枚
に
つ
き
2
人
ま
で
。

●
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

芦
屋
町
芦
屋
基
地
3
術
校
基
地
渉
外

室

広

報

係

含

2

2

3

局

0

9

8

1

番

く
な
ら
や
っ
ぱ
り
こ
の
マ
テ
。

Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
合
同
面
談
会

福
岡
県
労
働
部

県
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、
合
同
企
業
面
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
8
月
1
5
日
　
（
日
）
　
正
午
～

午
後
4
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
住
ま
い
・
生
活

展
会
場
内
未
来
館
　
（
八
幡
東
区
東
田

地
区
・
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
南
側
）

●
対
象
職
種
と
参
加
企
業

技
術
系
2
5
社
、
事
務
系
5
社
を
予
定

●
問
い
合
わ
せ
　
県
労
働
部
職
業
安
定

課
調
査
係
℡
　
（
0
9
2
）
　
6
5
1
局

1

1

1

1

番

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
、
危
険
物
を

取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
て
い
る
人
を

へ
、

対
象
と
し
た
講
習
を
行
い
ま
す
。

●
対
　
象
　
危
険
物
施
設
で
危
険
物
の

取
扱
い
作
業
に
従
事
し
、
免
状
の
交

付
ま
た
は
受
講
し
て
か
ら
3
年
経
過

し
て
い
る
人

●
講
習
日
　
8
月
3
0
日
～
9
月
3
日
、

9
月
2
0
日

●
受
付
期
間
　
8
月
2
日
　
（
月
）
、
3
日

（火）

●
受
付
場
所
　
北
九
州
市
消
防
局
（
小

倉
北
区
城
内
1
－
1
）

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防

係

℡

2

9

3

局

1

2

3

1

番

梅
ノ
木
団
地
に
あ
り
ま
す
学
習
等
供

用
施
設
　
（
町
立
第
一
二
保
育
所
二
階
）
　
は

毎
年
夏
休
み
期
間
に
子
供
た
ち
に
開
放

し
て
い
ま
し
た
が
、
天
井
部
分
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
今
年
か
ら
閉

鎖
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
リ
サ
イ
ク
ル
連
絡
会
　
（
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
益
金
）

香
典
返
し
と
し
て

●
吉
田
団
地

●
猪
熊

●
吉
田
二

●
吉
田
団
地

●
猪
熊

●
猪
熊

●
机

●
下
二

故
・
吹
田
ス
ミ
エ
様

赤
木
加
代
子
様

故
・
原
田
か
つ
子
株

原
田
　
隆
正
様

故
・
清
水
夕
子
コ
様

清
水
　
正
義
様

故
・
松
元
　
ミ
チ
様

松
元
　
純
也
様

故
・
楠
本
サ
チ
ヨ
様

楠
本
冨
士
男
様

故
・
濱
崎
フ
ジ
ヱ
様

濱
崎
　
康
夫
様

故
・
古
海
　
菊
雄
様

古
海
さ
か
ゑ
棟

故
・
副
田
　
政
幸
様

副
田
紀
一
郎
様

三
歳
児
健
康
診
査
の
対
象
児
は

平
成
2
年
5
・
6
月
生
ま
れ
で
す
。

健
康
対
策
係

7
月
2
8
日
　
（
水
）
　
に
行
わ
れ
る
三
歳

児
健
康
診
査
の
対
象
児
は
、
平
成
2
年

5
月
と
6
月
生
ま
れ
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。
（
6
月
2
5

日
号
に
は
、
対
象
児
は
平
成
2
年
9
月

と
1
0
月
生
ま
れ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
）

朋



㌃

の

く

ら

し

一

当
時
の
人
は
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
文
献
を
基

に
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

大
化
の
改
新
で
豪
族
が
私
有
し
て
い

た
土
地
や
人
民
は
、
す
べ
て
大
和
朝
廷

の
も
の
と
な
り
、
官
吏
に
対
し
て
は
、

階
級
に
よ
っ
て
田
と
公
民
を
支
給
す
る

土
地
と
人
民
の
支
配
体
制
が
整
っ
て
き

ま
す
。

－

農

民

の

く

ら

し

一

農
民
は
、
六
歳
に
な
る
と
〓
疋
面
積

の
口
分
田
が
給
さ
れ
、
死
ぬ
と
そ
の
田

は
ん
で
ん
し
ゆ
じ
ゆ
ほ
う

は
没
収
さ
れ
る
「
班
田
収
授
法
」
　
の
制

度
が
で
き
、
土
地
の
私
有
が
認
め
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
農
民
の

暮
ら
し
は
苦
し
く
、
住
居
は
、
一
般
の

ふ
し
や

農
家
で
は
、
ゆ
が
ん
だ
臥
屋
の
中
に
、

わ
ら

ぢ
か
に
藁
や
草
を
敷
い
て
座
り
、
冬
は

い

ろ

り

囲
炉
裏
に
焚
き
火
を
し
て
寒
さ
を
防
ぎ
、

甑
で
飯
を
炊
い
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
も
、
口
分
田
を
持
た
さ
れ
て
も

税
の
負
担
が
多
く
、
合
わ
せ
て
労
役
や

兵
役
な
ど
が
あ
り
貧
窮
に
苦
し
む
生
活

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
弘
仁
一
四
年
（
八

二
一
二
）
　
の
朝
廷
へ
の
報
告
文
書
に
よ
る

よ
う
ち
よ
・
つ

と
「
貧
窮
農
民
が
多
く
庸
、
調
に
困
り
、

逃
亡
す
る
者
や
、
米
を
安
く
売
り
払
っ

て
、
税
を
納
め
る
時
に
な
る
と
高
い
値

で
又
米
を
買
っ
て
納
め
る
」
と
い
っ
た

文
書
も
残
っ
て
お
り
ま
す
。

ｌ

叢

の

く

ら

し

一

豪
族
に
対
し
て
は
、
朝
廷
か
ら
階
級

に
よ
っ
て
田
と
耕
作
者
が
支
給
さ
れ
、

経
済
的
に
豊
か
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
家
族
も
、
戸
主
を
中
心
に
一
族
、

家
人
な
ど
を
含
め
て
多
い
家
で
は
四
十

人
も
五
十
人
も
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た

こ
と
が
、
大
宝
　
（
七
〇
一
～
七
）
　
の
戸

籍
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
配
者
と
し
て
の
体
制
が
整
っ
て
き

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
崖
術
の
進
歩
一

ひ
え

水
田
中
心
か
ら
野
菜
や
麦
、
粟
、
稗
、

「

一

ま

胡
麻
な
ど
の
耕
作
も
増
え
、
農
具
も
改

く

わ

　

と

う

く

わ

　

か

ら

う

す

良
さ
れ
て
、
牛
や
鋤
、
唐
鋤
、
唐
臼
な

ど
が
使
用
さ
れ
、
天
長
六
年
（
八
二
九
）

か
ん
が
い

に
は
、
潅
漑
用
に
水
車
を
使
用
す
る
よ

よ
う
さ
ん

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
養
蚕
も
行

わ
れ
、
麻
や
綿
も
栽
培
さ
れ
る
な
ど
、

大
和
朝
廷
の
支
配
体
制
の
確
立
に
伴
っ

て
、
農
作
物
の
奨
励
が
図
ら
れ
、
農
業

の
進
歩
が
一
段
と
進
ん
で
き
ま
し
た
。

恥
緒
嘗
要
望
箋

－
，
く
せ
い

◆
木
製
の
す
き

一

こ

の

頃

の

告

一

こ
の
頃
の
水
巻
町
は
、
ま
だ
一
面
の

あ

し

む

た

葦
牟
田
で
、
山
間
の
平
地
や
谷
間
な
ど

に
少
し
つ
つ
新
田
の
開
発
が
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
農
業
の
進
歩
に
伴
い
、
牧

畜
も
盛
ん
に
な
り
全
国
に
牧
場
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
特
に
遠
賀
郡
は
御
牧

郡
と
呼
ば
れ
、
相
当
数
の
牧
場
が
あ
り

ま
し
た
。

－
跳
…
制
ｌ
空
の
…
毘
一

時
代
も
平
安
へ
と
進
と
、
地
方
で
の

こ

ノ

ヽ

し

乱
れ
が
生
じ
、
国
司
な
ど
の
地
方
官
吏

さ
く
し
ゆ

の
農
民
か
ら
の
搾
取
や
、
農
民
の
中
で

も
口
分
田
の
所
有
者
が
死
亡
す
る
と
、

そ
れ
を
取
り
あ
げ
て
私
有
地
を
拡
張
し

て
行
く
者
も
あ
ら
わ
れ
、
農
民
の
中
に

も
貧
富
の
差
が
は
げ
し
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
農
民
は
農
村

を
離
れ
て
、
浮
浪
者
と
な
っ
た
り
、
群

盗
に
身
を
投
じ
る
者
。
ま
た
、
中
央
の

権
力
者
や
寺
社
に
土
地
を
寄
進
し
て
、

国
司
の
圧
迫
か
ら
逃
れ
る
者
が
増
え
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
斑
田
制
度
は
崩
壊

し
て
、
次
の
荘
園
時
代
へ
と
移
行
し
て

い
き
ま
す
。

こ
の
時
代
の
農
民
の
苦
し
い
状
況
が

あ

く

ら

筑
前
守
で
あ
っ
た
山
上
憶
良
の
貧
窮
問

答
の
歌
　
（
万
葉
集
に
掲
載
）
　
で
伺
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

；：’：

／．？

え
た
そ
う

そ
の
彼
も
今
、

そ
う
な
顔
を
し
て
原
稿
を

書
い
て
い
ま
す
。
一
蔵
元
）

腑
掴
ま
す
昏

田
蒜
智
鴫
暢
仲

（

薪
柵
・
灘
識
＼
巣
鵬
辱
お
顔
諜
報
潟
知
識
虫
　
↓
ｌ
害
一
義
溺
海
肺
腑
尊
貴
騰
辱
汁
側
涌
井
富
？
一
時
○
¢
宍
3
一
）
畠
和
一

ｍ
ロ
勘
巴
＼
素
堪
即
洋
、
み
⊥
1
　
℃


